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こ;3勤覇をご覧いただ(I,iiT=_振乱 kJ.･臨 Gr喜語が慮要です｡評 と♂(は こちらB
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◆授業の概要◆
㊥授 業科目 名 :倫理学概論冨脚室買玉
福島東学教育 学 部 零学校数農養成課程竜社会科学系教育ヨ-鼠⑳選択感修科目膵倫理学概論剛は間 口生涯教育課程【l環境科等教育ヨrJ-I.黒の藤修科胃にも指定重ねてFi.ヽます)｡それぞれ 半 期望単位ol年次生温_=lE1.対象｡中学校社会科､高等草陰公民科@,療最免許所得のた め に必要な観困(よ記学部､‡卦-1L属学生鼠鮪にも他学部､聴ヨ｢-I演から免許所得のため 受 講』竃いる学生が詔分⑳鰭ら齢齢まず)o軍機受講番数8◎名前後⑳講義型科目o注:福島大学 教 育 学部は20掴年度後期から改縄して人間発達文化学類に変わ早計妄'■｡そ緑二揮いよ記科目も随時 廃 盛されて』も≪這とにな喝ますが,名称肇内容を変えながらもヲ陽常習紹介する授業を鼠テムは維持し てい皇〕もりです｡
㊥ 授 業 担 当 者 ; 朴 野 原 雅 義 持 高 島 東 学 Å闇発達文化学矩助勢津)
㊨ 轟 閣 研 究 者 : 潜 噛 紀 子 ∈ 福 島 東 学 太 閤発達文化学類助教授∋
㊥ 賛 脊 呆 巨 : 特 に 決 め 1-<Li:::tも -1tlま せ 武 .･JO 参 考 書 は授業酎二能弁もT/-'∈御意すか
㊨ 授 業 蒔 予 -.;･i- 苛 と 轟 的 .:
そ 甑 ぞ 艶 脚 テ II----J':-;-:'tF t>懐 ､ 以 下 守薄 よ う に 豊 軒 置:-_5'./I.1著 す C.
倫 理 学 概 論 軍 F 自 由 sf_?･<-:寮 福 :Ft,'i<?倫 理 学 j,】
倫 理 学 概 論 霊冨 『科 学 技 術 起 環 境 ⑳ 倫 理 学 』
倫 理 学 概 論 冨重富 Fl7戦 争 と 平 和 の ･倫 理 学 r.冒
扱 う 費 - 習 憶 膏 観 ぞ 貌 異 な 喝 ま ず が 旬 共 通 ⑳ 目 的 藍 』 雷 %撃盤が倫理学的な問題を『函館
I-'qeh考 え る _Bよ う 昏{El= な L-∋ 貰 も ら い た し 篭と 願 t<∋ rLF 』 もま r軒 ｡ 撃 墜 富≡ 封 gQL;,/-1e':_-.Iは!;_:.の授業碍当的審決齢
よ 到 三三提 示 LJ '-∈lhi_f㌔奮 骨 o 冒-J転 分 が 抱 』 1ゝ`:.i;:Fyh/tiる 『思 い 卦 や 『感 じ 』を 言=:,とばで轟現し詫‡S',:工､/f乱,?､.
の 恩 』■も畢 感 5.: に 雷 を 傾 け た a:3す る a-:二1と を 通 じ て ､ 『脊 蒐 』 eJlb,Sf!･_-:深 め -:≡-Lで.:重｡檎埋草範∴i-:~-･=･;-IA;.1:TIg三
関 』 て 学 生 た ち は そ れ ぞ れ 毎 分 な り の 偏 っ た 知 識 畢 強 固 な 意 農 産も.∋てTkcV-ますが､遠浅….4ろJ
は あ ま り そ れ ら を 意 識 し 貰 い ま せ ん . ま ず は ､ 表 現 臣､♂苦 み &-:藍を通 E:A?てE-yu'lISlの出発点を確
認 し た 丑 で ､ 教 員 か ら の 講 義 を 聴 』 もた 凱 他 の 学 生たちの意農に茸を傾 けた!yd!ずる87:_,とぎ≡
よ っ て ､ 自 分 の 立 脚 点 か ら - 歩 外 典 ､踏 み 出も｡了∈もらう;I.iTii-:が 当面帝 国的t暦あ猷 習替る<':i藍
な ら ば ､ よ り 深 く ､ よ り 客 観 的 に考えるためにはどう』たら蛸 t,痛 とヽiJ,ヽ肇と這愚意習寧ciL.i?I-習もら
え れ ば と 思 っ て t.,もまず.
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こ尭蓑苛はずっと私 が-.芳 的に喋 り板書ずるという従 来型命 ｢テヨ-タ&巨-督｣とthk･､もう見事現 臣,･Pで
講 義をしてきまL.たが;そ･5:I.fu71肇 をこき詩想 まなかなか学生たちが F重曹で考える｣よ剖 こはなT3N･てくれま
せん｡;=Lni･ヲ～.=9,5-･;--≡-i:j･'3h･繕 巣からもそ鎗点 は萌LFqs.･かでし,たC.そうい昏瀧み蚤抱えていたところ,26:.132
年度 に薫 等畢究者で轟る岩崎紀子 氏と票H.芸合い;､塗期 郵 葦業を参鴛 EiIクでもらうこと…≡な<1億 Fi_9た｡
悩みを幣FJ-:{Lpもら慧`たid上 男曾 鎗授 業に対す愚挙霞 的な講評をうかがった軌 この gu.東学授 業ネット
巨冒-学iそ盟幾さまざまな夢 薄雲寵畢ホ-ムペ-一毒 等壷摂津 しても;:.IT,･た巨13する串でン;-:3分 GlIYjF,JLS崇
を変えてい(tf:決心 が凍寒 に膏まって澄ましたC
そこで 翌ゞ缶93年度膏軍期 か ら窺看たに空っei31き手法を取 払もれて藁 葺を展 開し貰みることにしましたC.敬
櫨それを『J:'V=T:--Iウシ- 摘 .･{J73;.ギ- ドバッ葱.i,｢ぎJ,fLJL-I-･一プ･Jディ呆カッショ>J･&プ』ぜ シテ-tS>･,ヨ1,O遮 量
づけています ｡葦ず プぎ引ぎ審 軍票慧軍 業でE-13IS-1専シn-ヰ に若き込むとIl:㌔､こSt･.普 蓑を学生に誤 』ノてgt.〉㌔貿
ず ｡またぎ草-某:3:h･J7:崇読e封亘で乏r豊-1垂-;-lj.,ぎ]レ:-I､･=:･TJ〕デ{･J:,I,-fv〕至･iv･:シ三二ン萎行tJ::ています ｡こ･17･'3琵慧･f;･:3:試み





F;;fL･-ユタシ--享違億 .:;善子量皇室な 芸洗官 軍言責鳶 =二丈棄権を還 して学生が 蚕も考える寵妾豪産罷 'tP丁
挙藍罷)撃'-.:Ti.lf:を漂 5'･t:て Ei,.i.l宅-i:PE:jセ采を支遥する…三.とです｡∫そGiS･室的壷達成するたまにざ:3i･L-J,S:ivy,･}--辛
には大きくぎ-き骨 で受つ藁･電離を与えで;J､上ます 0第 dHT=,あらか i三あ学生 に予審 純な質問を薫 簡 糾 す
そね に･-:Jいて考 えさせておくことによって,.そ･L;/-L･,:旗 環,散 漫から菌説 明事解説を｡蛸 黒く製革で重患
=I:_テ三十 三≧∴‡I_千二-i__≡:;=_:=予誓二王 ≒室 7-千 :_享三二 号二 三三t_一甘･;三三 三 I;:-享-'Jt壬三三圭三二lJ::三言
が何番学んだか ∫そこから莞漂 Lj.竃だおような笠 間や関心を淀む<t;i:p-=Jかを確認するとミ言うン璽東 宝隼J
復習 的機能習ず O様 式起』竃富ま夢魔堵済紙 瑠槙 ⑳裏表 監≡堵-6閤程度⑳質問事項 藍記泉欄を設 蔓替
るという薄 il=し潰 したcI.;s:>=.t,/:l亡7::.iI/ユelt.':I,蔑章 .,草書雲量蔦･-is-少宝慧が予想 的漫膏Ef.1,3r:);･た漁,JT･17:?講じ寸､とで畠iJ,
義 il:蟻ミ亙置 き翫憩酪3;;,ti･も;S.:SL･です;vti.vIJ学童 に東京ノて恵 掛 こそ琵t:義萎明示ずることぎませず ‥.しき敏 L':･itF-j;-
事ミ,-･樟:T.車に短音喜浸琶 毒せています ｡誤 読iJ;:･便 宜 三三,た鳶 に前者 ･芳問Iが臆 当Li-=る告分をFシ:jp
キング -::j･:;--ユタ?:A:･:一･-i草=1､畿童 5':;荒いに萱たる意;i.･3;IDF壷㌻li.毒 i_i;事もノヨTE.t>･i131.--一事S.,･-i-辛.豆 を づ控でおくこ
とにと志 す.I
シンキ三ノブ こ;-:･-1-･与シ--=:-トJiま;学生 にと=,て学L,j=;::&･:1億 曇 点等す.:了患荘学:･三号奴うテ--こ･マに等 しては,
来車みんな守.諒.iコ芸事を迂 こて驚き;,.'t:､t-ど/:i,･たことが寅≒iJ.,Lそ無 二よ誓竿箪S/:Q三＼濫 患いや感 こや先ム
農を毒:慧て邑鳩 はしヂ忘G:<3ですが 言 ､ぜ そ寵をことまにとメモ善 けi:･言われると.;恵鐘 と害毒等･/i:席 巻･Ll';-:7･
きま難 し;1二という･;:I_JDとに恵三ぎきます し,言語化 し竃ILh､.l･i過程で,電始等 藍分がこんなことを考 えて㌔･で鷹
んだとし＼tl雪=_よに恵づいたLJ:,整ききが思亨等もし＼庵 かつたようなこi-:定脅えが至った猷 〆ます Oそれ
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海 鮮 こ と ば で 義 視 す る こ 招 :I_1譲 二了㌣ ∴ 射 T,_rit.･舶 串 栄 卓 圭 葦 軍 十 '-7:!二とT:･LI-:/:I-+i.:･I:.㍗ - 二亘 豆 ふ∴∴ ･.:/:I'-∵ .,･t.y::･亨:.;十 ･て∴f':,/
L-.:･:Ir-:--ト嘩 働 軒 で す 了 ぞ･r_:+,/T:工 学I.:･'･Tt韓 豆 鳶 ′'･::/'l甘 草 .:':;-:1.1{:-::.i-;懐 十 宰 ∵ ∵∴､:I,書‥音 溝 .I-:I.; ､ニ ′:,7圭 半 音 ㌍ 耳 ､二 二･.Ll∵二 ､
る 貯 一書き.;藻 草 遍 も 葦 終 末 損 害 r,.i;:3二 鳥 ニ;鷲.:?;孟 :(_.7;.P,-:.tI,三烏 工宣 .I;+ ,':.･撃[工 芸 詣 〔∴コ ∴ ま {∴:.
そ こ で 学 .毒 .だ こ=:三意 を ∴ ∴;tT-I;7;<,/:･t･lI,:-･､,i',;::I;::_.I:∴十 -守 ;_:,･一十 三_.:-;･1:I.:{':,:I;- 意 志 最 速 -Ii:?.I･l_::'_工 .二二 二 ∴ ∴ 去,Ii:･.':,.∴ 三 三這 宣 言 ヾ
か E.･1,%∴ ま ず:E=講 義 魚 軒 -･E･わ か ら な 師 宣 二･Ir.::.CiI_:.I優 賞 :iI,/i-･:I':-･r:.i?I.lE.iI,こ:/こま す ∴ 二:=一･ 二号 ∴T-辛 :.l'}7,:.:責 ･師 ミ 誉 :/･1.-;;_-_･.∵ 予 二,･
Fl._/Jill:_･二間 踊 ･:二よ っ .モ 品 ぬ ら .身篭./I;ai;.:li_.藩 学 ＼:.-モカ 意 ぎr;il.'副 に フ 轟 I.:17･;.i-:,:･品 連 に 工 巨 ､~;二手 言.)7:字 詰㌢ 王 . I;i.･:㌦ ㌦ 工 ･'-:､･i.!∵ ~(I:'
上里 膏 5㌔悪 い か 価 値 判 断 笹 下 !: r-.;:i-1'車ふ ∴ モ ･CFI::;.準 正 で7_:-.:藩 し､I-;T=::-i?-ボ∵ _:.I:'守 7,･-:I･1.･;:.,-:f:-_:･工∴ ∴ 章 一_.票 畑 立言㍊ ::".
聴 し∵更儀 わ 軒 到 瓦 な (f:':;や 約 束 {護[堅Yii:-'蔑 韓 甘 .I<'-:_:Z.(･!:･:I-:._I/-?,:.,':IL:+i'.:'i:E/I:う恵 軽 鞍 手了_:;･:_.;･:/'1.･L::'㍉ lt･:I:･∵一､::-I.'!;I.T･:∴ 二 '･;I:-;I-･:-::-<1･葦 :liI.,･;I:_.幣
め て も ら ､うた め 軸 問 い も 籍 恵 二 ま 3i:,:fi:･1.,.,二 証 も 皇 九 .千 ㌦ ,-I.I_//･∴ =.:Iニ~一･--i/:.十 ･.,I- トi:_':･,:I;東 上 =･-:;:''蚤 諜 :I.i.I:;I,.;!'艶ttl:.甘 :･(,I:i-･
す ｡な お ,講 義 が 遮 式〆乳 宣 ;1:-/iI･::;･t･':./ -::前 場 晶 軍 尊 二.埴 学童 ･匿説 経工 ･:'･;,:.:;,7.;:':l･:'_:. 十 工 言 言 i:{ i～:.モ 工 薫 き諾
意 整 骨 憩 す る i:.r=tbもで詔 た ∴ /3ltd,I;'巨 こ,/r'-:;I;･lI_-:.;3:._i:; T1-I･;r･--一宮 :,-l･吊 ∴∴ ヰ 二･で 二 ･;･- .fi'二･･､一十 五高 儀 賃甘 苦 蕊 :I.;.･:;I.:軒
盈 た よ う な 間 も鴫 増 え '雷 :Ii_クヽ き ま FL_,.;,Jq;:':,!:.
I:郎 通 常 の 鳩 舎 ㊥ 摸 菓 脚 線 教 養 で:-
己烏 1-i/,}hi/_,:轟 三才'･!-:/I;^5'･:-ごl一計 ･王 ,:/?..I:/,･!,パ -ー,/'1-tJt'_f･<減 L,Is豆 二い 了 :3:Il=,'7･:I;:･h
it:I.'E-;pis;g‖ 涌 出 と は 河 だ !･.:I;:-7慈 し∵鼻 骨 甘 ＼L,? 臣庵 蔚 薄 轟 を 工 :･'f･:,I.ト∵杢 単 車 :--::;-:/二∵ :T一工 さ三ミ:I:.,㍉∴寅 鴬 :T';Sl
う ま くミ恩 摘 草 か ば な い 鳩 舎 :i:_:'1,臆 . ど ･瓢 ､阜 壕 台 g:1_.Lif1-3i:t1-'I-転了 ●笹 島 症 Ii::･-Il-:･:感 じ 二五 r-t畏 結 ∵':-"JI}i-:
な ケ L-･t- 鼠 を 』も塾 U tL愚 挙 ぽ L'琶＼み -;I.6-1i:だ 凱 ヽo r_i
F~科 挙 と 宗 教 は ど 芸';-I-i,が .ど ･う適 う GqilI.:Ji:･鉦 患 い 一式 ./:Ii.'tl･･'tぎ ご滞 喜{;挙 上 一笑ごく書 去IiL:,･ヾ , :i:
巨｢戦 争 と ぎょ 軒 ':^L-:'す -か ,:.戦 車 轟満 .漬 し て -†':､言±卓 立 ∴ 巨圭工三.
:竺∃ 敦 箆 鮒 ･tTi'･誓 f7.Fl:･,-:71.I-Ft学 や 二･こ王 て･:I:lt誓 ,･-:,i,.',嗜'17t-fSI･:l;=}:･
描 巨 鳥 f?'虹 事 シ ヨ三JJ･,=r-i-i'-i一丁一･や う-:}:- -,IitJ･-＼いIe17:.:t･記 .,i:-at:I./A:i:･Tf-:㌔:車 描 き~:>
潮 目 前 酬 凱 ･t'L､肇 が 距 --I:._::デで 考 え 鳥 去 煎 iLlf,JfI.:?,億 等 土 }･:等層 凝 議 ∴二 言.蔓Ltf,.i-I:fI蓋 ?,:I.i+.':A:,Ti-:∵ ミ･五 滴 亮 膚 誉 三
Qf:l:整 比 較 し_:,/=∈気 づ 巨言 f-,.･:_:こ と ;零 /,:-･:JLpi-:'::_i･:I.:-:'"･T:･_.∴ 還 Fi-lf.ft-:;工 恩 二 ::I-_:言 :li･_:i･嵩 ;.:･ItI;:;_:･華 1.LTi_:'･､::･I.-､二告 圭 ､､.::
㌻ご一事 _':I_蕪 の 救 潰 平 熱 論 に 喪 章 や .,?:;_:;{'賛 成 下 草革 帯 聖 -I-{･:-i:蓼-'辛 ,チ -.;:'･71讐 ヰ 言･':_I:葦,:-3､十 ●下 手
U I.}部 分 的 賛 成 こ･蕊 熱 帯 域 寧 :i"7.;I,?:I:,f:=望-.:_子､こう車F.!':{l:､-･+:~溝 音 幸 手･.､ 十 ●i予 汗 ･:Ill:芋 二㌢ -:-Il･'L二∵ 十 十 ::I･
埋 繭 量渇 批 /-i;.l'{:iYfだ .表鴇 ､､｡ ｣
F今 田 ⑳ 由 藍 評 価 ∈5 段 階 評 価 ∋
芋. 讃 分 の 意 農 場 .い 寺 昌泰 L._:',:湛 苦 寒 で 寒 骨 子｢蕃 〔_土 子主 宰 キ 7.･7㌦ ‡∴:.
巨･:,奇 師 範 授 業 両 軸 i:;㍗ ::･;I:,I:I/･=よ (:.:喪 鮮 寺 ∵た ㍉二 ･一が て窯 t:-'I;-/-::∴㍉ .
I.･:R今E:f=針fi･,:i葦菜5:/,;:I.i;･重 責∵ -':-町 '{;(.:,京 間 を も ;:::tj7'三･.:･㍉ .;-lit:-:緑 よ こ‡潤 圭 :I;.::::-I.､二J:I.･}･_:_:.,::.':<ll-'?.･:I::I;L撃･L:l'-工
かて∴j
ぎゃ 軒蔚 授 業 杏 葉 廿 等 ●1-: 懐 き 了 た 疑 矧 や 鞭 帖 ∴ :,.7:-:･3: 十 二 =､言 行 ∴ -:革 :I_/:i-:,:㌍ t喜キ ∴ :!
に 嘩 授 業 に う 哲 音 量 撃 落 や 了 今 津 研 挙 栄 に 軒 ′-::.'.阜 療 漫 葦 巨 ;.7T:_+;I-;I':∴ 軍 i/+I,∵ :I-:I:三･:tI:_7∴ :】
磨L'ie n
- 10 6 -
蛋封LS!?守- 勘 雪fJ3iL･'5,p
537･1-事か- 障ま窪 回巨鄭 汲む.メ,当を通 したよ習次 の蜜に退寮 』タ寓す,学生から鈴要 望もあっ苦,提 出
され寵 E-;,L･-ldb:･?i,--輔 iこほ∴基本 的にdg匝望遺留∋出馬 点を与盈患ことに虹㌔てqh.増 す Oただし,各設 問に
封 :i39でび誓辻,iJ;､と記O.;I:tl.iCでくる学生もいる-蕗で,京慧た電束語泉と凱 ただ同音 F難 しかつた遮 ;LP
か尊 ,bl∴ていなL'hbtL-ような壕食も最麗 t･ui;'13･tうち鹿 受 けられた5'EJ:13で;最近では,.よく書 け竃にヽ量も密には 車
-:妄_±-_fI;-_I;葦 ∴て:∵三=t_-Ai:-i_:-三二Ii-:-i_-享 i二~一号淳 子 芸まで-I-モよ≡三二=_/-;:∴ま千 二三二一章襲 :_A-_･I--:;!t_/--≡≧主1-i
揖 宝だ毒だJ･3-:i,亀 ･奇と害いでく血量ようにな揖ます).,また,帯 封 ノ㌔意農 ∴霊草な視 点などにアおダ-
亨-_-二一三;∴I-_i=1_~蕪享 二三字書享二二二三二子-Iti･_字 ∴ミニi:_;tI-重 責二 三四-_デ~シ- 工=l車こて-i{7-=_=三三_∴章ITニ
学生から遊 間が 出された場 合 にはジ韓遼鎗学生だ梓が抱LA㌔でいるよが読嘩 蕊 的な疑 問に封 iJE
ぎょ直走善き込むことによって等 え,S"fJCb-'<3t学童から共通 に出されている疑 問に封 L;･貰胤 次 固騎
選 集鉛豊 ;釦 =まとめじ∈解説 鎗時間を設 けるようにL_i.･Tvl:'います (5-卑5鎗 )O
≡三二三 ≡二盛 土_二 三重 二重
二二 二二 二二二 二 -"-;:_:_-∵ 二二 三 l:_ij:-∴テ:i-,･:-:三t-:-I｣;-:--II:-::Itt-:"-I=:-,∴ 三 二三÷ 享 :-;_:It-_:=ftI-t:I:-:-i:章二;-:i寺 三三~-I_
･:膏 ぎ:･ij･一プi･デイ又烹ッシ琵三㌔
ミ亮 〆キニノブ :-.{;-,:･1-･-d;I-シ一斗 ,:7′∋義と定数 真含量 IL':;溝童謡へ と選んで要しヾ-くぼか E',j･…でなく,学生どう』で恵 晃
を重態7,上壷という幾重も数 回聖 甘 7:います｡それ がゲル-JSiP=デ-,[呆LI,1-J闇.:･=:,･}SンですoHj7-李を--睦
･i7':;:よ･≡に龍 に 去衰L･Ij.･:ニ恵濃を車くぼか LJ.でなく}生 身乱 入潤 に封 をメ/ご蛮ら:,:?31悪 霊を義 明5L♂1,:Cigアルタ
イ土でそれ J;㌦蔦･遮音 が這慧て(量と!t∴葛藤故 ,39壕を提供 したか慧た･5'3･:ですo韓 に主観 的な思しもや
感 じ･sJ?31･t串i3'=娯 ここもLiJ::-Q'･Lf.I:･tYも紀蔑代 :.I:'.:空音 どこと亨でJ,L･'bT壷3{L:ir:･j7::,意濃 さ≡直接茸を鰻 韓養ことはゞ頗ら碍
意義蓄積 封化 し〆て 重患 tl;I',St-思考を速謹 呈9:ていくために盛宴な63,で憶ないかと考 え貰』増 す oただ
Fij,:串浅漬 滋土菰転 転塾漂 giG･;LIST,凄舎 F全体で･SLl,'St･譜 L9会し＼嘩 代表者 によるデイ武- トという方法だ
三_三二一∴三_7二~± 真二萎二 _ンさ:I_主主三二三二ミニ≡艶=}-:_=･:千 二号≡t1-‡テラニ宣 子壬三･二-一三_/-了 主+-デ-=L-IIlt-:_:I-チ
ル-デに鉦 圭 ゲルL1--プ舟 でデ矛誌衷til,i～:?/,tヨ=･:,魁 でもらうことにしまL,たOこうすれ ば,串規模 鼠走時
も5･;i=j:,7采でも.;堂 島に葦 したも潤 いたりとしてl:う体験をさせるiL-=:意が驚きます FL^ヮそれ によっ竃,遍､だん
話せなし＼･芋F;:･ilT:軍記さざるを克なくなり.;そtSi:3.:恵 渡で:SF-3r.訓鮭 にな:Ls畢ますo
グル 一ー-I-1プ=デイ認:か:･jJシI,-1TSンを行うときは,.常勤 式統 監‥ある空き教室 LT≡移動 』.J番 長が鐘を無き禽
I,:I-:.-:_=iI二 三二一きよ‡二王至言;-:-I_:--･i-_TI-T/三二三-{==i主∴妄芋J.I-,7L:-:i,-:-=デ:ー-fI--;7-I_-;一三 主_-三~-;=約-毒 真が-I;:-7-
L･=て おきます ｡ぎV,:･i-L4--i:･SJ摩 こ93!,優 学生たちに竃豊でしまうと.;ただ習さえ少な虹で噛 闇がよ緋重迫され
てしまいます 亀_),.ど51せ言削ノ登IL,篭をさせるなら遺 し誌q一仲 間うちだけ恐 まなぞ,異 質な他者 も愛東た話
し至 二言喜連鼓 し/i':もらい?,:-I,主よ ､こう宝点IS;i:t;･逼 由からFこちらであらか ミニぬ漬成 果673JLl･男女 u学年 こ亭蛮
I-;-≡亨≒三二_-:_-千二II-I_-i:A-::-主事 ニ :Iモ_=三三:=三二一--=･-'至 -:-:_--<J:-:1_t:妻妾こ:三｡
-107-
た ;/ tr -i:: い 嘩 場 合 ∴ 最 終 的 に ダ 酔 - 一 昔 †牢亨 ..,/ ･.,:I? 嘩 緒 論 に ま !?:I::7騎 愚 [-: 連 二骨 梁 軒 -6 .'中 京 音 ,ll, fih･'t_,.だ 軽 ん に 茸
鎧 噂 ∋ 意 恩 を 交 換 i__4/ -∈ 一滴 嚢 銅 甑 タ あ う だ 甘 更 な く , 合 意 形 成 時 勢 劫 峯 も 体 験 巨=;_./ -i;7,滝 も Ft_i,-(･i; 削 一鮎 爾 共 通
点 単 相 違 点 を 確 認 を._I,.あ 官 紀 ･:洗 骨 軌 土 弐 亨 客 観 航 r･ 普 遍 的 立 場 を 模 索 EL_4.-'i_-:も 緑 雷 二詔 と 脅 え た か ら
で す ｡ ぎ 掛 二日---プ ⊂ デ .で <:A 嘉 tl･i'bシ ヨ :,4,億 旗 rif::･1.13 ･琉 f♂ ゼ V?.= {･テ r-I-･一二一シ 嘉 A,19 ･3 1段 階 も 禽めて }. Irk;A･銅 量､･dl; 二 相 爵 操 業 t!Bt?i
軒 哲 完 結 替 る 藤 寮 が 轟 る 齢 t:tlIf ,. 十 分 な 鰐 し ,.合 を., tt-t.の 時 間 が 取 鉦 軒 F鯨論蚕 嘉 よ 減 .S'.量 eiI{?<･:･E7ニ ど こ 薄 ダ
脂 - --I-::1,6 車 漕 労 i.I,J E P:_/ h 愚 よ :･5 ,署 軒 斜 そ も そ も 緒 論 繭 出 §㌔ に 舘 も 問 題を選んで ら{ 鳩 範 じfil.･}:'7 た ぶ 品 が 重 量
蒔 閣 蚤 か 軒 '6: :;sl'[:i3 岡 E: .-" I.::I:.薮 だ 戦 う と 思 い 軒 軒 ｡
鰻 き L-::;1217(i§〆 P :ぜ '::I.･君 子 【- :-1lii,i,.鏡 !
i-l :-･･=-.コ に =I.ま f:JI.::I_.掛 た 鯨 論 献 鷲 裏 窓 に よ て :; -て '1･};::;･I=予 <t.:三･:{ 全 盛 -:i:J1-､と 蘇 告して庵もS:hi/壊す t" :i:_-:.i乳 は ∴ ;:I/;;Il?lf,･,I,-1;-Il=,r;r三 縛 rr･･･:--A
?:_ I;:-I:.･3芸.:･･7番 す る と 銑 酢 ;〔 暦 !L+:/: r==-:-:意 で ,. i:'Iデ 荘 -こ こ二 ;-F ･-. デ ･鱗 か 車 ヨ三〆嘩緊張感を蔑 め ,.i_-義:-17:I:.-I:li,糾 ●増 喝 が r-:-一丁1.番 単
発 的 骨 軒 了 も ち 塾 薫 !,I., 骨 寓 ぞ れ 騎 ダ AF ,i: . -,･} _;:;7ItP 習 h:I,;FI,.S デ -t･-1呆尭b<f‥i豊,/･Jヨ:.I-S内容を告予 見 金 棒 頂 き 巽 南 軒 患 こ と
に よ 曾 I-E:: , さ ら に 各 太 の 思 考 を 拡 張 し て も ら お う 払 噌意閣竜腐g-:3漬す塾,フ 患 た ノ デ ィ 鼠 尭 b:bEqを ヨ ‡ 姑
た 内 密 よ 17,:蝿 だ 蘭 よ う a:-F:_1;EIlI･'7' ;g=_,･T･=配 巧 三･L----- -:デ 塞 二 ･〆 '.rlfljl' 春 か組 も翫こと碍嘉が意外と 蚤 掌 で 轟 る 鮎 1も 獣 二 と も
寧 毒 暦 酎 _, 巨 滝 三 寒 発 言 31:-:'い ま .軒 ｡
も駄 ぎ 鈷 -----;i,:iL=j デ (･714･呆 由 等 乞電 影 感 得 肇 鳩 舎 の弾薬L3:?･iB蝕み豊て
[ rgヨ .:?^‥.J]_:I:･,キ :.!ry-,:;TtS'b=rjヲ --=Ttlタ ミ♂L1---Eも- gT:.5記 .r/ft.言5∫-F頂整骨フまたは前it頭の宿題)
(;.例 日 環 境 倫 理 学 へ 碍 履 論 に 対当､了∈再最論麿よot.ヨ
『一戦 争 *'-5'_1:対 し :;r:'~(再 会 帯 定;ミ釣部分簿鼠〆部分漕定言･3:き全菅 栄 損 ∴ 増 訂 -I:I-'IJl 碕 う 射 , ttl･1
ず 艶 の 立 場 E=_i.:-.'f.iE-/I::13･,掛 を明ら酎:_-J蔓.:pたよ'-:管,なぜそ蒋立場に立で-3 hg這 鳶 が 酎 =耳 濃 貰 -:.,i
愚 の 凱 で き る 矧 ･摘草Li,t/論駁L.魔凱●ミLi,/;-i.;蘭隙ぎ胎齢;:I._･l/-∋鵡:-_ftLnil.i.蟻 か ら 譲駄 3-･:'Eiコも 敵 う る 麗
論 革 帯 罷 論 も 予 想買._たr:.E_:､で華丸にき革招凄賓見る.I:-_7.とt･J.掴･忘.
躍 巨餅 鮎 --I-7.プ ｢デ .,l:;nr>'<.:-i;I19",bjF～:,/pヨ:=-:,Ai:望.5;･`L-:A5鋸車:き
(倒 ) 町 は 同 じ関川≡封』､雷が飽･-こ-プ'智語t.夕食賢クb-/i･慧碍意鼎に薫 ¢竪 三め た ..量ご ぞ 了 代 表 者 が
発 表 す てる≡三とoi.葛
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[3]プ』ぜ ∑タテL-三･q:o･ヨ,qJl(魯ダ捗-1プ2分 x頂2-掴ゲル-プ)
[量コ u:コ:i;亨 シ ≡∑･- I:=･:-.一事 シ --卜代碍記呆(5-相分)
潤 い ゲ ル - =･'?病 の デ イ 畏 尭 ッ 彰 ヨン で は ,誰 釣 ど んな意魔に,感sEjuL.た軌 新たな発展を
し た …讃し ま e:nPた か ｡そ 碍 理 由 も 記 し 竃 ≪だ さ 』㌔. 』
;ニブ ル - プ 発 表 で は シ 麺 分 翰 ダ 捗 - 諜 以 外 碍 ど F2d･3ゲ ル - プ鞄発嚢に-蕃感心し.良
3'･6,声ヲ納 得 』 た Blj』 ま し た か ｡ そ 碍 理 由 も 記 』 等 ≪だ さ 転㌔o A
Fぎ 飽 - プ 発 表 で は , 画 分 ⑳ 動 転- プ 以 外 の ど の ゲ ル - プ 騎 発 表 が ,-番選手なプ
♭ゼ .:_#テ - 専 ヨ∑タを し 竃 払!愚 と 恩 』も蓑 し た か .3尊 命 ヨ翌 由 も 記 』 貰 ≪だ 凱 th･o
巨ふ隼 田 鎗 由 邑 静 聴 (5 段 階 評 儒 )
昌. 莞 分 碍 思 しも畢 感 じ を 言 葉 で 喪 説 する≡とが苛きたか(冒-夕を-巨やダ飽-
ぎ 6デ 耳 昆 虫 ッ 彰 ヨ S?百三 お じもて)a








常澄巴L.あっ竃.:みんなでそ痕を分類ユ整選 』でみる8:3:誉す O燐侵 ぼ,F技術者 が 蔭ら蔚責任を果
た』で:』Ⅵ省一るようにするた吉翫こ息 『技術館倫理巳瞳 k?竃ど翰よ蔓なも鈴が盛宴だと思し噌 すか｡各
自恩邑V.APnr髄､ぎi.,B列挙ri.i?=みた近習,それを酌 』--プ内管鎗類 S整理 』苦み等竜ださらも｣とか 了 自
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斗コ:,;買琵忠豊き 菰 11:.1品 ;hi･.でT,た｡
工-.?い義モ.lI-_i:IL=:三三 置 意 ･Ii . は 真 やすこ三､･ゝ=･たB
G主:;.教科モ主 事 串 t i :コ 警 鐘 よ ぎ 烹 違:i-i;で量-i:;-I.a
n.I,ンシラJi'鼠 書 誓 っ て 窯 業 が 蒋 わ れ た ｡
ト卓適業.,;L･':;琉寧 意 よ く 蓮 華 でき た O
三･∴鼓害義喪に-=･し ､じて 芝 栄 治 で野 荘 し 了 = く だ 蓋 J ･ ｡
銅6)授業⑳堵習臆学 習 す る 雰 囲 気 憶 保 た 艶 た か O
-I/.海蛍的ごみてこ霊薫 岩 穴 垂 に 溝 ::-I=I L 享 三 上 言 T= .:i:/､こ｡
主ニ:I,i.二年蛋叢真言事F-≡轟蔓｢鳶 蓮 華 正 数 ‡:二･:じ 塞 き 配 室 草 圭 空 寧 責 了･三宅 )
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(9) 乳 2 [(1)x~'i5名
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臣 (頂)× 18 名
臣 (瑠 ) ×22 名
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20◎3尊慮後期専門科 目『倫理学概論 量貫首環境倫理学j(回答者 鋼 名)




























































C, S {･,,:U キ ン グ=習-昏シ-卜鎗設問事,デ好ー鼠力笠.fSs,盟.> eL'-a;摩 -苛などヮ考えさせる問転Vl･Ft971厳選
が 重 要 で す が,･=艶がなかなか難しく9ピ>,巨発 は ず れ た 間むも整地』,でしまうと,領置命講
義 が す 武 管 だ めになっ竃しまう噂食があり寓す O
｡ F謬 -A- 李 を -斗 準 備 時報舎患 海国轟固そ@?/.日の 内 容 を きちんと完緒する≡とが求められる
碍 管 , 軍 事 を ず る と 時 間を密-i,Q馬-』竃rLpJまった 軌 .そ こまで転夕鴫もな宅ともEJ;n#J?igOタかヨン6習
- タ を -- 糾 = 記 泉 ず る 時 間を辛労に範能な≪な 票 で 』ま う場合があijまず.
O 等 - 留 ?bip- 巨 鴨 碍 録 鼠 ボ ン 鼠 はできるだ相手を 射 手な 』篭ようにむE弟がけ苛む,%･ますが,それで
も 華 は 導 そ の 亀 鰹 は 相 当 な も 鈴 がありますe
o ダ 飽 -- ブ コデ ギ 鼠 尭 ッ 彰 ヨ l A は 時 間 が愚iJ,:E.なEv･㌔せ 齢 も 轟 る と恩転もますが,教員◎側が期待し
習 い る よ う な L O鵡 捗 蒋 議 論 に 達 し 等 ≪東京せん oゲ ル - プ ロデイ鼠カッをヨン蚤行5rことに封
す る 学 生 た ち 麺 露 命 満 足 度 は 高 覧 鴇 の ehiB=教育 効 果 と FLPで憶まだまだだと恩93苛む㌔ます｡
O ぎ 飽 --:- ･プ ロデ 耳 呆 尭 ッ 彰 ヨ 沙 を 円 滑 に 行 わ せ るため闇 孟指導が不司n食管すが そゝの時間が
十 分 に 取 艶 ま せ ん 』 , 軌 間 巡 視 し な が ら各ダ飽-プ蚤習アを巨g;i:テ一･-i:･yA喜.>』でFw等≪だけ6g3技
量 が ざ ま だ 私 に は 備 わ つ 等 』 も ま せ & ｡
C 時 間 の 制 約 騎 車 で プ b oぜ s itテ -シst-'億 で行う端整かどうか,やる場合にもそこにど紬 悪
ど ･uhS,重 要 性 を も た せ 愚 か は け 慧≡う難 しい問題で,重視する碍管あれ ばプLg･ゼiJ:テE-I-彰ヨ
.B 鳩 』 か 恕 ≡ pjhmRJ ＼ 竃 も き ち んと指導 』クないと意味が轟り素せんがyあまILJi5時間を割く･=とも
習 き ず 悩 み ⑳ 穫 習 ず o
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く嗣 こ 腐 る 題 .At;鋸 限 界 )を感 じて !';_杏 -=二.l_･:_I.;二 号 :定 箪 寧 憶 蕃 加 範 泰 弘 蟻 轟 を 簿 モ 二 言 ∴声 :':I-･L.キ t:::I-L土 言 草 長
に 転 転 学 鉛 管 竜 晶 F1,､ゝた ぎ立 当く∴骨 喧 漂 烏痛 ､も 今 掛 算 津 野 漂 .敷 .';,:?/:.講 義 駐 車 :'ir,藍油 空 最 :.㌧上 l
吾 蚕 三 ∴ 圭 毒 手 享 三 -=L= 表号華 嚢 ま き ~=-a;L:三二 ∴ ミ --:: -_:-:一二日二~∴ --:-工 ~-∴-∴ ∴ ~-I-:∴ -L-∵ ~∵-ニー∴㍉ -千:I--∴
法 相 L･1:J.:},三 信 や & hJII313i.:.pゼ .I:1了テL---･.t.!･武 石 ---.='f:∴支 え 最 もで 蕪 掛 ._.}/'.i::い き ま 帰 こ‥言 草 三 ､㌧ ㌦ 工 豆 が滝;:了;[:-:了･
る 思 い や 感 Ei_'_三を 寄 i='J.I,-,tbと深 巌 '-iI:2轟 に 畑 を ぬ ら 晶 ギ_･::Ltjl+/-!;.:.蒜薄 遇 京 永 長 峯 嘉 il_I,:i･,轟 義 滋養工二∴心tミ∴
本 項 で は く., 講 義 の 参 加 観 察 を まに な せ ;!:'.,-一爵 た 筆 者 吏潜 嘩 二濠 雪′･:3･て沌 沌 凱 義 か :L.･喜_i.･新 訂妄言甘,.
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個 荷 の 学 生 &:I事 &･.) 磨 ., 良:C3を 背 恩 謁:撃ギ 捗 と 肇 決窪的な遵摘ま､巨学資が授業串に桶を宥克く､何を学.:'亀:_,
習 k.＼た の か 摘 宮司'視 化 L-管き る と 』㌔うiI-.:藍 ■一割.I/jh:-.,なかでも｢苛想駄IT=li_.に学生は誤解lL二言常緑瓢●㌔愚｣
と･齢 う･:三と､き闘 ::.岳~ぜ e:i1.;J,習 望 ま ず q=タ､も亡℃匙,篭るLの.かagが恩恵る鉦てtL･う盛にお蛤●毛'､h=ヨL-こ=;･事ミ･}:--1ニー=率を清潤も′J
た意 味 が 未 きか っ た と 邑.,も見 ま す ｡授業者側から晃票二学生が蔓~やぎ言纂Fi:LS_q汀で.;i-塞.:･;誌く言個:･i':I/.租学習
者 睦 む｡,君 恩 克 竃:き た p-;: ]鳶 ､さ射1-:=;,学生釣Fて慧まずき訂喜･{:;～R/7薬種が鼠≒_,=℃き~こ:こ轟き､寝業音が藁葺凝
授 業 寮反 省 的 に i_.･:転義るこ藍に卓ごr･-':J魔が慧てい蜜割ご^:･Fp-f･:.i-I































釦'.I.と霊詫 言遼遠可膏F:I._i.i;i/･3;三~含意Li･lI-1t,*'･恵にF'部十百r.澗 に と悪さにずるためESHa寮 敦が要求さ鈍る
_妻∴=-it-I:::-I-:_主∴三二一;三_士王室‡三 上二三≧二童三:壬主=J7:一三そ-:I-≧デモ重き 三幸吏チ モ≡=_-三ミ1-不言主
管,71二三一≒∴三言養三-_.'婁-rip_麺:_享幸手 :,-;:ミニ-i-f言≡d-.Iや-ナ ∴ ≡圭 二三三一;辛:-ニ主∴童三三 i::I-･で三_-Il-j∴ま:
ニュI,T･!_i.I/品や寧塾寅で喜盛できたと9Qj:､に と悪さを盛宴とL_ノない=墓ユニケ-お鉱 3,も軍離ですが､畏
貰忘連署とIf_,7･I:予告恵薄震｣に園 子てこ二.:/･ヨコ芸.=i,ニケ-シ≡ンには必ずに とば享を盛宴とL,嚢す.学生た
ち忘うま＼に.≧悪に恵I=1.なぐここ主ど:i:.･ti.感を感 しこた畑一貰いよど揖 雲･LQi摩 る経験e･3:なかで､職者鈴声S'=
二三三を意中よが妄粟宗 に曇点-･:･'::t養;Jt言き惑 しこに滝部を与えていく鰻駄萎L/℃i_/噛 ましたO
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SI-:=_-:-Iit--iI:二三:三;-;:I-t-;:-幸三苦手 I-1-:iきき:室∴ ;-i_:-三二葦 ≡:_-:㍉:-1∵-_-I-二二一-=-i_:I-:-I::-7:-_二~-_二 三 ∴二:7賢:-_I-:去二若 草キ ミ
論L,:?,L:?,Ii:･:,r:曾 :;I-･L1-1･一華 経験if,た∴とで､壁寧ぎこ甘 草こ儀 銅分e･';<:i.寒If-i_.r･:蕊聴取 至IiJ:･73鳶 幣を蓋張子量た,:sji:I/7{lI:;3･{_.,:論
拠を鼎藩填 て､炭論 :･軍医論を学窓 L_:鳶 漁港:･.li-:t;I:･恕鉦 衰-'-:F.-'蓉轟釆番場が準備さ鉦 :,T.:-函 !三-i･.鉦 ＼貴腐 すtIJ
小野鼠氏は講義pS;.7t;,･寮軒で歯茎軍陣 ,:-snt:愚考㊥手続きを彊･-:iE':[･1_p/引了も患il..4'/;Jt-1l･二が､概論[:iJ,:'･,t膝 蓋に慧ただ舘
奔され るだ軒 更は学生た闘 :-_.';-%･碍蚤聾性 は薬療萎れに､鯨 L･:-iS_,;･嘩智軒C.gi_{かし/,～:+;聖.鹿 削 3I75ぜ 距 --;.:;i)I.
チ ,(,荒裏や裏 ノ武〆剤よさ~二,it･_':.Tういう戦争童滝 常襲される恥かLj戦争を5.4かけた蘭 よこgi_:,;.かけ転乗た側 と
に曾 軒苦寒最r電鈴 圭う:iEというよう:g･:'1-I?,くミ.問いE;.l:_-E蚤蘭した(車三尊に邑Jもきなら.,9寮えを愚･-':I:J･]こ拍 こう達:す菰野 雷亨
掛 註:蜜二言噂牽分 け.月をする這:lと郵感掌性に寅も-I_'J5享.こけニLTl.∴ F'問いE-fi_5棒を問い直す｣撚_itt:～-5倫理学 的な
敷革覇芋練華に'-I.;･いても薬店 i_I,弛め怠学.駄 7-;:7革帯襟帯が選ら貯 ま藍,謹･-JL､苦さi;'1-:､f;寮藁 i?;を通 しで･ご鷺
蝶I.:蜜儀 碍 EJ.;'禦声′二撃ミ輔 亨韓㌍き軒 で里 き棄5._莱 .-J
告ミ渡来',(33:中将学生鵡軒 こ-こ-学生…忘(:_Si･._:I.;:_･tT/モー掛 ･I:;喜体 的学び:tJ&七は :{二ミ･
毎海部 :r:,irA;J予･:7I:こ･十を翼~lf;,:I,-'LTJ:了ミ-IT';I'_rJI･寮･-=印象巨U~`授 業嵩 甘草I-量感窓 1.,箪羅針 軍望.臆 等描 ､潅 意畠責苦S:-;三
適確J,tl､職能 射 寒が来賓高い憂=:g-ヾtL.I=5J･Ll:二とで上乗二｡韓 寮I-ts?'三･縛 】iT-斗 !i:;.:=轟宰相 竜巻な･iltIS弊溝(lSJ',苧:-_.,bI,.S.三硝当簿
･撃-I7･Lい芝香程度の感憩で済ませ董挿ナ肯きぎ畠竜 ､ミ言 ･,～:-_I.lpキン寧㌦:.T-,:'{.･;i-I:･…-J:;-i-:;･.;i-寸 と県乱㌔誓if!,:(=3_:I.ti;/y,言-<=,p7-ここ-専t/{･.-･-一･
卜凄･:もに.i,授 業番 に.対す量本質的を奨転●､yた常闇畢 画分6,:3i学び釣経験軌 ,LS凋 返 夢二は雫泰濁され l;i':～,-'i>1,蕊
したO
奇 癖民事講義改革が 冒書猷｡､たす】撃藍6,5?,i:主体酔態学びき.通常,塵ぎ鷹ような静-'哲生嵩紅 で蛤たかを.､望槻3
年度㊥愉埋草概論 王夏用:'?IL'31:I-i;I--:I守 ミ∴斗 i-fL:3.}もとに甘つ嘩視点から読み解BJtl:ln:-.:'みた旨夕㌔.曇恩き./噛 すぐ,
再r:vBく寒克て∋づ軽量:).fi.:I.･いう?:-:'Tと
髄節 と†1量いもな6,私事妹琵慮 恩 を閣 {宅と.I,畠霊場雪崩当意 i;L.:,.I:-a:'EL/tlL3)'t:;-.考 えkg:-.;:.はなi齢意農 が 轟
･:謙 二ぎ:･J,L3,.毎分宕:tyl.:;!番 えを凍掛 あか だ一う距 を噛 寓せ るよ ･うな風 琴Tも轟二∋竿､ ど触 だ け g
一丸=習棄 きti:bめたつ も 軒哲も､÷よそ東ぜ 離.,S.寮 東｡がまだ嵩だた 蛋さん 轟愚 と恩 <･=Aたt_～
一三宰 三三チ三重苦 ‥一章 :=i:-_を喜 一:'㍉二 キ_ 『=香 草 :I_:≡三軍:_t-I::-≡--きニ-一-:-;:'iI==章二_.∴て_.葺至
一旦16-
な解答 はあ り見なsTJ'b鎗倒 蓋なkA:A/S篭と思 うo どゐな意農 にも必ず蕊論はあってq.問題
は 'gA魅 と もぎFw'5-3t常識 巴慣 じ愚も騎百≡よっGYi-i_Pか賛菌は決め られ な齢と思 った.完全
とい見る箪笹が あるとす紬 票､ どれだ 相違分鎗信念 に基1-puBh替､意恩 をま とめ､理解





草 臆しなが;FS､確手鼻信 じると≡塾も尊重しC3:Sh,､理解 しあうために他者に対』等発信 』慧増摩る三




論に思せず思考することをやめなし＼こと､慧ま那 学問ずるさr=と騎 T3慧鞄原型 (モデル)をp=蒔く教
室蛮問十で経験することができた鉛だ鮎 ㌔鬼畜ず｡
同じよ､嘗な経験をふ 喝返る学生eI･t,:3t声も盈られ憲』た｡
答 えのな転㌔問題 に封 i.y/.でも 三二れほ どいる転ヾもらな立場か ら考 えを深めた 三とはなか っ
たo I,=乳 まで憶､ぼ くぜ毒 ,a･戦争はダメと しか考 尭 られ なか つたが､ ･=釣授業 を聞
』㌔竃'l､ も爵 ごとに封 』で慎重に答 えを出す よ 引 ≡な ったo E教育学部 2年 恵子学
生ヨ
起竃 も興味⑳ ある内容 習 』たo最初⑳ 由鎗⑳考 免 とも今⑳考 免を既凍 ると､ず らもぶ
ん深 ま ･3･た と恩 む･＼ます O薗定す る側◎考 えも受 け風貌慧竃､普れ ぎ≡対す 愚民論 をさ
らに考 えた り』で』篭たか らですO試験 までには さらに深 』も内容 に していきたいで
す 凸 E教育学部 豊年 恵子学生〕
･-:lil;:藁 蓑:I:-I-1萱蓮華達 ;-≡責三幸書きY-II;-i-ぎコデ孝義至,i=を喜.i;=･iT;(,重量
ダ飽- プ uデ ィ呆尭 ッを ヨSiをは じめて挙 った ときは少 し戸惑 つたが､ 西分め意展
を整理す る意味で､また相手騎意展 を間 齢等納得 させ られた ことは､ 由分の意見 を
深める意味竃良』篭も騎一管あった と思 う｡普段鈴授業が あっで㊥ゲル- プ Eデ ィ鼠力
隻.l･-:,/Pヨ三>9Q鈴鹿助が ある と感 じた｡おも L,ちらも､興味 をひ ≪授業 を轟 りが とうござFw㌔
ま L,たO 匡当分の考 えを考 える時間 を与 えて も ら鼻た ことは 由分騎財産 にな りま し
たo E教育学部 2年 男尊学生〕
十葺き書真言章蓑ま葦苧 芸毒した:l-i-董怠 峯竃毒筆キ ≠皇室≡Fデ,iL･-1デLデギ完きき‥シ≡_i-I:真言Liゼ
訟テ--かヨ親 というダ飽-･-プ活動をF授業者 による♭昏チャ- (苧ヨ-タ&紅-タ)封二付 け足しただ
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軒で憶憩い拙 ㌔うとこ塾官営~言 濁 {責､鞍.I;返 Itl至を風量,:堅くtJ講義全株 が学生喜導黙活動参加型 にな菰こ
とが ｡､感ず Gb滝 撃生動 ミ宣休 場な寧'17:_.夢:It･Tを菜媛 華麗裾 こま宍;智はないこと:が学習者 {jE;I･:i._ta･鮎 3.､Ttら語 L.三Ii新了ILi:-,;-い
る点 は来嚢興味深 いとこ･軒浸す C.
擁野原 .氏が講義墳革を実説 琶言吾ごい(.･ei;:二轟た享 !:I:寝直転 ず.'t･;=.:試恵 はl学生を主体 的な学び芋 と巨.式 .:膏-
17:I/F.'･亀た昌緋こく言 濁 講義で橡､.弼':s;:_,常鼻糞t;葺き了鐘 ･:醤 -:二華な範か､.榊を藻すべきな釦か 掻 いう教育 満車
の蒔検討刊 .3.A,Tipti:o軽 索6'ftき式事弟 摘 沌 資に敵中∋B-tf'.I_-1i/もた内密 は ､改革蓉おこな-,二流ここ凄≡-.i-:'厳選せざる
を碍なiなE.:iS苦?i.,f'=言 巨 -専Itl･,.I-車 に戴せ愚衝 き三.;t課題峯膚 え患墳索 にも.､全講義 内容57,I:･.i;?;構 成を検討
するこGilt_～-:が盛宴 とな､一∋℃華ます:.;71?,･ま.;･Jte;｣層瞳もせ嵐=弓だけ智 離 長く喜~J藩 か せるr-:毒舌串せ最速 汗 =,虹 音
法論 @･Ps.i_J･,Ij･-ミini･,⊂菅の墳 巌にとだ患 .恵滝 i';3;:智はな<':､ミ.講轟損 _,JtE:1操 業者 が敬 え愚･I-i'凄 綱車を晃極 め 了誉一
時 痢歯が草驚番 から主体 的に学 ばれく患内容 になるた鰍 宗再審論と方法論がとこもに薄譲 討され る
威､聾が轟f･:謙 二嘩r習ず10
蝉野原 氏 は､講義 内容 齢 常検 討および壌 数.:_'13t)学び剰 頑凍 巨,I.:巨こやミ′･:.^LI--I:-it-J%:.:_.;:Ii.I3:.･t訂二二,轟 ミッ軌 が､弟巨,I-I
r二ぎt,-デJf-.如 きツミ絹 T"_:?･タ&誹 〆ぜこ膏 ;-.:豆 ,I/品 弓を準備するp:-I_-意 でこ濁 詳態 に対応 臥._/T:-ぎ割 鳶 .｡薄 葉音
から釘 .e諦 ‥苧<:L･?･-IJ一朝 オ-:;3.;Ir≡,タ､品 癒 してぎ鯨 -･プ活戦を付 け鮮 ぎ-=I,i.I:いて:fy･た平面構造 =.7:I;,{･:3'裏話､3･:く/fI轟く:I,･:I:_1
と率､t:1辞去右 二揖 ･-:-i=豪､怠学甘草駐敵 が濃章寮か揖 甘二廿 r:I-.臣三言 王 ブに永 :I,-3:モ:.I意味tづ:bTi-.:-･:･r.;_:-1軌.:bi':･}=,.tI,:.;(,読:F.';Ei:
希薄えがど鉱 :i三雲に(._:,Jで重苦ホト､変容 して漕 圭謹､宜 ､言 ･享予 や -安藤 も:i.-=:_.とを過 ミ:.I/T:ふ 号･!J;‥漬素.,I:T:I.･:I立言幸二
授 業釣 多売 的な構 造が ㍉学生蒔,ミ葦髄 的な学び盲膚 茸漬す息上で重蚤恕意 味蚤もr一二凄 い事こ蓮二が
興 喪/-li;:I,'昏東宮,i
描 恵分時学涼 .:lI/':ilL感三春 I-I-二つti':数義郎,:.;i,I:.:I-蘭 学r:lf-=i'{?:7/:,tjtS;蚤要覧
来変葵昌江芯 二.LJ･-IeT-'+:二｡それ は∴ 遅藁､:,I-':51･誠 二沃 :･.:-I_言二鳥一驚e:I.l:I-:I:;.･圭吉 ∴ト二と一言息 壱∴ .･=i:f㍉嵩 註許
qt.;i八背景 と量f:I:lLi_誓･ih寄掛 :･Tt':-:腰 丈範 土工 -I_:.'･I:･二無音が燕慕 p再 :-,;i.,;pt:-_I.:._l･-:蔑 二::'-:,:.tf,i:-{:_I_lt-'_了-:+ラ∴ 塁 'L:Qは E;･'i,室.
鯨 TiI･.I,%.勉強二流 三を:･.,養子感 じる"Ti:,い う.･:∴ ∴:･-_i-'･事晶 ∴七 .,_勉 妹 二.:王･1-i:,/;･.･;::忠 :'-.t･Jiu 洋 パ立志∴套挙証
;'･_f･.卑 卦 言:/･単産〕
戦車 七十 l:.'r童Il.･F':I.･!;:,に1;/:-75.li,･巨千､.,感軽 誉 中 卒曾上 .寮棄下盛 史海蛍 圭上 平 宣 基 づ ;i:･,㍗-i.:悠:i巨.～
i_?I,:-_豪華 き られ 患‥よう.:'Sri-:._:キ て津 :A.喪.･が し.たく､ :ギ･ir寮学部 '三年 卦 守.草生'.Il:i
塁董 卓.音字 ;I:;了千㌦ 圭 甘.i･t-;i.I:/I?･:.-i;.主封凱I.'iモ宣,'貰 うと.散華 を葦史!.I3/:I:-一部 ･:l･_.i㌦~言I.iLか 希 え:-F-'い
:61∴-∴1-I~テこ∴ 責 L__二 :二:･ 套幸 二-I1=:/二 草≡-:I-::三 ~享二:-:-i:,:= 二二幸-:‥丁子羊 ::_幸 =:Il;j-I:∴ 二
が な :i/-uo ごこれ I,.;'5rtEJ,:i,寮す 意す漂 {:ミ難 し･Sil:な る戦争 問題 √､･菅醇間鴬 に?:-,:･いて薗 P:i.I;.L'=吾ごいか
な けれ ばな !･ちな 掴 酎 篭にある 画雪上∴ ‡.節 よ うな .I-:i_I:.C4:I;-.1麗･学べ .､奪 える礎会 が も':首等lよ
か ったQ 竪:教 育学部 '､g牢 ､竪子草生､,i
ぎ:a;:･-I::I.;'=-jデポ:y∴;:i.,7･t:iJ/:.･-:,:･ヨ;:i/;:-flI'f-毎分･:;.7.2･:i,t罷工や療ミ_:'I宣圭~=.揖 烹?;,;.';:㍗.て東軍宜肯三雄 .ナ逼 L_/:1.-l:'準え十 亘jI=.
漂 範てい二･,:A.:_写植 -I1.当然昔がら｢単牽 ,:i_S:･_平和_∵潤 い ~:苓敵 意巨〕-;i!醇や蛙 嚢 由専業 に旨さ冒す{蔑祭日識 ･:･:i･
凍壇も鉦 よす_.;,牽蘭 点では講義 轟泰 :一薄 業者 :.から釦 .亮 一ヂ早目･=-章票料 ∴連薄さ鉦 =F'7-i:I番薄ま献森畑
事rl:,i;･:--Ji',;/'･-t:./,･--i:-･に対す患弾 薬番 か rq;_:成 ､.:;J･-(･こ-ザ バ 京 極 表~ー思考 針 目一-寮 覇jとして㌻購厳さ鉦 .骨組 も賢
さ鄭､.I_,憩 が!;I:i_J'巨資 鞄 …~1番 東.jをこつくるこ圭が 目熊封 U-I.,hカ;:/i:栄;i:/i'ミニし.しか し了モ本 義拍手末寺 (-転分 配轟音牽
-1li8-




意 義講義 車重雷で悠5時琶 摘ー草鼻貢 誉轟竜と窪められてEJ/ゝますが､轟隙6,'3!ところ､そ這寓で頭31･学習
を -∃慧g･:･:講義で諜号二三とは壷 』し‥･<'=磯 崇にあきも横 手｡iy.かしこうした学生eil<.i,･tふ り退 ElSをみると､遅 業者
がe:教室外〉で･ur･:I?学‡芸も含め等講哀 軽さ聾をどEdjli:ように縫線 Ti_)でいくかを絵野草竜三と披講襲改革鞄
第 豆炭テ-S;･.Eニ進む土でも霊草 になつ等きますO
弼 F東学らしい漬 菜｣凄臆 管- 撃墜が東学の韻 語ぎ≡褒め等』鳩 も蒋
講表全体を長講J/S返慧pfL'_p釣学蕪由∋感想とミPで｢東学らししく＼軽 業｣と』tvlうことばが 短に馨まり京』た｡学
生が求め竃Jいる｢兼学ら･1.i.･ヽ授 業｣とはど5･E_:＼雪も671･3.な鵡でしょうかL.
今 嵩で澄渡詠 に比べ ､.よ fiJ:L守EJ学,:7;:･3･=選 集 ら し}くて ､ヾ.･とt等!もよか 誓たでずD受身にな り
が ちな棲 蓑!ゐ多巨ブ＼なか､ 夏暦 e7r3,1億 恵 を寅演 じ､定 見養護 業は､ユニ･:.iI･'iqこ檎翌草激論 冊
だ けですoだか ら;_:zlそ､次巨頭もぜひぜ Lt:～.･=こli:r?よ うな葦 蓑 を期韓 してお りますo E教
育 学部 変革 男手学生〕
ち ょっと宿題 蚤 とJで :'竜r:17,･p3が 大変で したが､竜 よ霊と L.,たゼ ミ碍 よ うしで起､苦も莞 し
め;.･:1=し､勉強 にな 誓'i･;J=｡ただ先生貴意農 を賢 くだ けでな く､それ をもとにみ武J･な･37･:Jl)I
考 えを聞 けて､.そ うい うところがし-}挙 3,::i(51て.慧た と選 定もます eダ飽- プ騎意農 を､そ
i.JF,13･議 です ぐに苦 とAi;/.':tA.莞轟 まです る とい うC3封志太変難 しか 慧たですが､時間が限 られ
'lJEい養分 ､潰 走慧 EL.摘 雷轟った と思 いますO 亡行政社会学部 翌年 男子学童3
≡凱 ♂た声8,3:真髄離≡ある学生の授 業観 ､韓 に導見教育設呼鈴講義塾 (｢概論｣)授業で静成された
起恩毎観る『東学⑳授 業』観をみ竃み濠』遮惑o『習果敢蘭 ∈授 業者 裾学生多数)』もF受身』も『操 業
者鈴意農を聞くだけ(韓 に概論)圭 ｢学生が感 じたことこ思ったことを表現 』〆返える場がない｣了 学
生間に･pJ:恵が 母がない通 ミ∫＼つた点に象徴 華郵≡読乳管いますが､学生か島屋たF未学G,'313授 業ム とり
わ けF講読塾窯業｣という戟揺喜一と酎寓裏ましているけれどF参放ごはむ少でいない､Åノかも｢参嘉ヨ』てF'齢な
いこと｣も許され貰しまう』.ちF参加する≡.･i:｣を強制される≡ともない空間竃轟愚とSt-もう授業ギガ-bs-3
があるようです｡倫理学駐詩学V輩重責を通 してそ-5した『J東学澄讃 美｣鰻を揺さぶられ 言 東学eLT13･t
墜 業な･::f･,I.,に.む臣曾翰考免を表荒 し､他者碍考えを轟いて､莞尊書も鍔考えをつ宅る･=と.湧宵できるとしも誓-
た学童･.41;･;三蔵 鮮な驚きがうかが尭ます｡;顎太宰の遷 叢だからこそく.蛋兎･57･';B重義に達ない問いに翻し











































なUt芸と｣を､学 問全体を鹿渡 』で､ある摘 ま:掛』卑ユラム全体碍嘩習碍位置増げを見据え竃取 り
組んだ講義改革習あった三盆に尭きな意味があると恩虹噛 すO注 目す武きは､掛野原氏の改革が
F現在進行形｣習ある起しもうこ.とです026◎3辱度前期に動き鮭虹〆た改選の取 i.JB轟_R.み臆､そ騎後も､
学生から騎要望や.I授 業評価碍結果も学生鈴｢慧まずきよ鈴薬確 に柔敵に対応 kEdながら軽業春 霞身
による継続 的な｢反省 的実践j舘もとに漸進 し貰gJbます｡寝業の;参加観察から始ま3･た奪回83･ヨラ
ボ』王.---b>･ヨお億 ､華の東学教育改革に求めら艶でih篭る望ヾ慧輝点- F由前額冒耳-L一瓶 鰐から出発する




岩崎紀子 亘弓も野原誰束F講義塾軽業におし㌔て学生燈主体 的学びを宝達する試み -
習-夢彰-睦を渚済』た講義改革 -良(京都東学高等敏蘭研究開発推進奄S櫓 -『京
都東学高等敏蘭研究』第 9号 ,望◎◎詔辱)
燕野原雅夫 コ岩崎紀子 F講義型漬菜におし.bJl;L=+学生@-3.主体 的学びを支援する試み 一-
ゲルJS･1?コディ呆尭t:QFを慧おを治潤した講義鼓室･一一京福 島東学故育学部附属教育実践
総合牽S櫓 -『敬蘭実践研究紀要』第 轟6号 野望◎◎堵蒔き
掛野原発真 F『哲学〆倫理学』幕講義をどう変えてelLクも藍か -『数え』から『学び』鴨碍




三二-:I--,- ぎ 諾 轟 ちぎ i･;:-= 曇 三≡
興 味 深 魁 篭 授 業 鰐新挑篭授寮碍閤寵獲
;銅 塞 き 撃 墜 薗 撃 響窯嬢辱磯泉教蘭
:東 学 生 活 か ら 東 学 での学びを考える
操 業 撃 - -瀧 : リ 冒 レ ク b>ヨンuシ-ド
そ の 日 の 授業で考えたこと,学んだことを言語化する
操 業 ツ ぺ-X一･溺 :ポ - ト ヲ オ リ 斎D冒アイ飽
フ ァ イ ル を 使 っ て学びの履歴を残す
授 業 等 - 豚 :ポ 呆 巨 宵 ッ 巨
授 業 後 に 学 生 間 ま で評価
授 業 甘 .Ⅵ･-灘 ･ : 粍 KJ 法
考 え 竃 き た ≡ と を 構 造 化』竃整理する
尊 遺 業 質 車 掌
や 授 業 の ポ イ : 纏
牽 薄 葉 栗 葉 撃
重 奏 護 茎 葉 真 二





㊨授業 鶴 田 名 : 情 報 数 蘭 翰 ( 彰 雪♂電鼠)
臆東学 o 盈 - 轟 回 生 対 象 0 3 6 名 o
敏 蘭 情 報 学 諦 観 富 言 霊 電 撃 都 南 曹牽き
軍 旗 情 報 学 喜 ≡ ∈ 尭 学 院 商 柑 :i.:
塾 膏 幣 軽 挙 試 長 ( 能 会 Å 学 生 郵 郭 (q>ラバ畏)
N東学｡詔回 生 - 東 学 院 生 対 象 ｡ 6 5 名 o
( と も に , 菰 聴 科 L=Jr故膏方法と技術 (情 報 機 器 の 操 作 も 含 む )｣)
S,寝業担当馨 : 畏 春 用 衰 洋 ( 金 城 学 院 東 学 現 代 文化学部情報文 化 学 科 助 教 授 )
㊨牽卑鼠匪:健闘せ ず
◇漬寮母テ･1-一苛と琶 墓守 :
チ--守:謬』専bSQブルラ - ≡ :_.,? ぎ 喜 怒 喝 呆 れ た 謹 業
慧 :;Jil;:観等串等教育に お ぼ る 情 報 数 常 の 授 業 企 画 離 3 ･;3 番グ ル -ー--デ に よ る 協 調 学 習 6･9 中
で鼻に631け愚.
il>共同研究者∈敬称捲き : な 』
この軽業は雷乏圏(望96封L73L柏漉 慧 E=滞 ･C u 篭 デ ル ｣ と F 授 業 設 計 で 騎 判 断 命 題 騎 - 部 ｣ (泰 頂 )を 通 牒
ヒタ等,譲葉設計をした.3
授業静菌富≡憶,『魔:知識伝達堵薗 射 場 : 思 考 劫 伸 張 場 面 』 , 『 6 : 協 調 学 習 場 面 』 , FB :演 習 場
面｣,:竃:発表場面.澗 5程類ICU739学 習 場 面 を 設 定 し , - 斉 学 習 起 ダ 飽 L--･- - 雷 に よ る 協 調 学 習 を 組 み
合わせる静態⑳授業藍』たo
残業に昂じでもたfJ:V,95--蹴 ま詳即時性j言 辞 慣 習 能 範 匪 ｣ , F 情 報 量 嘉 F 共 有 範 囲 碍 広 さ 』 了 情 報 共 有
⑳容易審』,『儲鬼情報管理⑳安全性 』 ⑳ 6 慧 ⑳ 観 盛 か ら , 轟 段 階 ∈ 高 齢 霜から◎◎盈 x,各 段 階
の間隔は等しク芭はな宅,単に各項室塵どこ 順 位 を 泰 』 ,た 亀 翰)で辞儀 i3,韓性に応 じで,使潤ずる学
習場面を決定した(衰望)o
璽 1 摘AG臣耳CLh鷺デ飽 (西之園 望S岱3)
一旦23-
喪 <+3 授 業設艶 でLT?gSt,判 断命 題 覇 --T,帝 (帯 農 園 綱車桝
童無常 には賢母 が曹 いて持 ;才油1モ･-I.:沃二が .参 照 蚤昏 議 にす'量た拙 二聾者 献言 :-eI<.:･iI-:I-1aむ蒔
記号 を程 麗 i_/i'::.:,
圭 学鮫 :敦 締 r授 業 嵩 軒す7J:針 JTJIL･'i;-I-ミさが個 太 に-塞,'･:.I;て'かな,ld.轟 なる塙 怠.,I:告こか ら基 帯∃学
習を溝車し-辛 こ計るため iP:ニはこう-.:賢哲尉 ●ご5.こIJi.-1縛 禽 軸 ･:bet_I,;i.:i:_/!･l:':-蹴 こな竜泉･:'5:i.t･に議 論を展 開 し_41'モ:共 通 漣
解 に漬 し 車軸鰻 gl･=:_,i_.∫,だ情 二異種 的な ･;Jl'::?:≡;-I-1ジ-.-ゝ､･意速 め 患(_3･':.到 ::す ることが効 薬 軒 哲あ
る｡
-:__幸二-if-I-I-:I_;i二 二∵二∴＼~----:i-'三~チ:_-I:-=iI_三幸 三三-=I;i:_f一書落 葉_=ぎ ‥-:I-㍉-~∵∴亨∴工 ∴ ~こ:_:-;こ:評 モ
基準を間藤 にテ ロ ;∴ L畏 聖上圭豆1-I/:･.?I:'･:-I評 辞:F-室.,Ll:.･1線 ㌔.!返 L.薬 品 L_.if:I:背旗 鮮 紅怠ことが 藍薬 で
ある⑳
甘言 敬 J-･I;_量教 育 封ここ尭l':_I∵L,I-:.'[:烹熱 賛 置嬢 と指 導 計 画が 董事 であ㌧i,.敦 育 成巣 はテ茅調 こ;.よ､･:,i･
て評騰 が ~し, 巨学ぶ 教 育 .黒二おいでは∴学ぶ意 味 か ら蛙葺発 し軍 曹革雨頭が 蚤更 で義ぎ:ji･:.単 讐
成 果 ぎ讃課 一･1--I.EIji=･:;JT'L;.軒:.iI.:辞 巨.l:志 ㌍ :._-'評覇 を社菰こと範薄腰 骨 荒･.:_-:.i.･I,?:-_I:6諾∴両者 碍特徴 を票鮮 ~軒/藍;.
境 に滴 数 で轟患,⊃
私 授 業喝最 終 開襟 を明確 にするため には .義 範 (i;F:,3HTidC湛 ･:-ヰ 掛 ･5:;I-:--苛と評価 基準 と評価
霜法蚤:-:i;-I･-.く果蒔 単 篭_Q勺席 期 に摸 蔀するt:_I.:;冬t･滴で賓 鰍 ~語義董二_,
5j∴薄暗1,4･il:学 習 内容 F:_;I:方法を学 習者 に嚢か 首-;∈転流鷹を束蕪･<1.:すると1.,,F学習 成果 !:最終堆
品 r報告 番 :i.}ポ･:i:-I睦なさぎうは優 れ たも違',it:く独 創 的な摩 壷針箪a<:,.I求-I-斗 な′ど沈 窺った･も掛 瀧
ざなiL?,j･な損 紅 -=車駄ど沌 弔 格 塞 が表替溝 藩 ｡
蔭L芳醇 FE7g=!.:学習 内密 と菩浅 発 舜奉賛を車 さぞす､量と畢矧 幣な学 習 成果が潮時でき量が独
創 的成果 は少な≪な愚cL;
rl.;I,-.'∴方略Li;~二-:独 創 的な学 習威 厳養鰻 簿 L_,態が ET:i;,.寮-3棄二学 習成果単数を少なぐ車濁ために
駄 学 習過程 に 特 別 の 内容 と;露法 鈴配 慮 がぬ 掌 で轟る亡き
籍｡評簡 対象 か謀る畢 薄 い帝 人斗 掛 幣韓を;教 師へばラ報告というよぎ薄 廃 合的精 豊野 軒量
報 告審 滞 射 三E</t･-:73枠組 み で進 めた方 が .)顕 距 ･蕪作成に塞寮粧:二取 LEpJg蝕む｡
eaJ;G学 習設計 の指 導 にあた亨 =6-は,絵 s･q';.s'-i:-:･ミ:7I.,.概念 t:キ1--t1-7:{-:i-I｢･雄ごほ 玩式轟轟,驚デ施肥,
仮 説 命 題 命数 成 鉦 T･lej,t桑興障遮 ｡･:1-vQで指導する這ことによ-:沌'十振想授業時設計能 力を形成
ずる芸歴が爾能 管ある⑳
r:臓 ._主陣 酢 学習杏樹緩するた占獅三は;学習恵13iEl;-･i容を習得するような操業 (蛍科蘇蘭)の設
計 に先立慧r-:i,:,喜藤 的な学習活動が成立するような授業 (:調sf電撃背,総合的学習:ある
は学接 授 業など)翰枠組みを 適弼ずるこ漣 に集 軒 軒愚帝が有効E:賢あるC
一息24-
義望.授業習使屑』たツL-捗の特性と清 岡 場 面 に つ むもて
＼ 三幸÷ 却韓 聯潤 慣r% 兵衛､ 檎@ @Å 港潤
綬轟習r 請滞療雷電薫∴た 鰭 -閤艶敬紐 A '%*重症寧 義軍*蘇# %,蔑管簿蔚蕊慶&. 』 牽 撃 撃 撃 撃中 神 ? 珂釈 漕 好 甘 草
鰻.薬弼畿鳳窯二親腰藤敷板L電撃弼戯轟劉網琴き♭革-匪擾潜.縄騰爵癒亨ふ一字針路ホ短 ⑳ ㌫ ○ ◎ ◎顔 負 廃,負
A ◎ ㊥ 顔 香 B.主
A ○ ㊥ O ㊨ 香 に 凸∴巨
轡飽-.貰欝凄濃.帝'鷺緒ン済L:電撃熱意嶋も単量済済Vき- ◎ 顔 氏 杏 ㊨ ※ a
磯 緩 倦 コメント喜一圭来聴軽さ X X 杏 X X ⑳ 廃,負,農∴迅∴監畿書芸-濠も聴b-翠.-匪 X X 顔 X X 顔 良
磯遜凝 海相.L等魔 X X 窃- 葛 葛. ⑳ 農.鼻∴監
菓 践 ◎ 手 順 / 授 業構想と授業設 計
本 葉 蛙 は 次 碍 手 順 で 行 っ た o
頂. 寧 威 掴 毎 度 碍 実 践 から,問題点をgj呆巨ヂツプ
望 t ( 吊 を 解 決 す る た め騎手立苛を盛 り込んだ授業をデザイン
3. 授 業 を 実 践 』 ながら,東福帳 (織 田 柑91)から得られた情報を元に授業デザ耳ン
を 調 整
乳 授 業 終 了後,アン廓-睦調査





㊨ 授 業 デ ザ ギ 三.,i,Si_TI骨 飼 設 計 意 図
魁 授 業 構 想 の 際 鈴 音 躯 --17C,'3
授 業 を 構 想 ず る 際 百三頭 に 恩 Fu篭描 齢 た 授業覇耳か-I隻,3㊥要件を示すO
射 た だ ,言責を 聞 ≪だ け t菅 終 わ らず,感ずt.全農が参加できる授業
望 B 毎 分 翰 考 兎 を 恩 讐 め さ せ る 這とが竃きる授業
3, 教 師 対 学 生 だ け で な ( , 学 生梱畳が学び轟兎る授業
櫓 . 掲 示 板 鴨 ⑳ 発 言 だ g予 習 な ≪ 冒頭発表◎場面を泉観た授業
5 . 半 期 の 授 業 府 中 習 成 長 で き る授業
6. 最 新 ⑳ 情 報 を 使 払 渡 が ら , 新 挑篭岩と整準ゐ習齢る起実感習きる授業
-貫, 泰 碍 郵 卦キ ri.ラ ム (学 生 が 学 び たgLPS･i_:要望臣.!,た痢審)と裏の.鄭Jキヨ.ラム(私が教最
た 蔓3,も内 容 )を 重 ね た 授 業
8,､ 授 業 内 だ 甘 管な <14:I-授 業 鯨 でも～､奮虹 敬重軒雷鳥草生福茸が罵乱.禽･裏とFl:I?ブ協調
』雷 課 題 g≡取 喝鰻 ゐ だ 優習 きる 授 業
筆 者 が 理 想 と』,君 恩 』も描 ≪授 業 ◎ 鋸 蕊東 学 設 置 基 準 第二千五条の遠隔授業爵条件(;東学設置基
準 の r-.-一部 を 瞭 羅 す る 省 令 の 施 鰐 等 に ･-7.I;:3)E:I/曙 (遺 棄鋸 (平鹿L摘草3屑謂 酎楽部科学藩.I)に鄭 ?:-{1-
は ま る 三･!:考 え て い る i:.
魯 こ鉦 叡 智の,繭 鎗 勘 案 鰻から,i:/;I:?護膏課題
これ 薫 育 に 宇顛 館 が 行 で･:.3貫きたこ:Ej</:B議事耳距;LEdi:/)授業l常葉藤を骨董際轍課題逮:巨.:_JE三',鼠m遍く蘭 tfLI;,i:i-':iL)轟き諌
題 を あ げ ,そ ね 君 寵 に 対策をとること去_.:邑=〆たO
課 題 t-3: 知 識 を卑最で滝 もう鈴ではなく,表於たちで生み敵軒と齢･う授業方法に違
和 感 を時{慧生徒臆.i_どう畢･て∋貰学習鞄意貴を感i:hpさせるか 軍
票 重 量_: 祭 .圭 一;-デt-,;-I;-::i-17-嚢ミ蔓草童三豊壷_-;ら-It:･云-i_;-i=-IL喜:-_:-:,-:I-I妻ミ量-ITI=毒-身-=I:_:-_-二十I_'l;:-t圭 -:LI-f-
肉 ⑳ 役割鎗担を磨◎よう曹≡習馨るだけ均等g≡させる顔 ?
課 題 3 二 生 寝 間の学習成果に米牽な開きが敵･:?･たため;そ甑をどれだけ底よげ軍
曹 愚 か √苧
生 緩 闇 の.i_:I:A.LP_-4^/,ど.:?i,-･-L･-廓 詩操作呆葦舘重み差にtleF!:_-IThう封応するか [畢
生 縫 癖 興味関心時運踊 こ.,I:;'う対応ずるか 管
各 学 生 の学習状況をどのよ剖二把握邑.(,,基ぎう評価す る か どヂ
-1261
⑳課題 g≡封 』竃⑳対策
上記課題 に対 して;それ ぞれ次 のように封琵をと$3魔 a
諜 這 ･弓:知強を与えてもらう鈴ではなく,彊分たちで生み 戟すとむも雪讃 葉方法 に違和感を韓
慧生態 に どう挙って学 習の恵 鼓を感 じさせるか ?
≪対策 ≫ 実験研 究 夕文献研究が発展 』竃蓉た歴塵起這艶濠習⑳学校 ◎ 夏服が関連 』驚
いていることを示 しタ.:ア§JFT呆6-テLj.2品が漣 唱 fi.,ノたもう6:kt凄 慧与謂研究方法で轟るアブダ昏シ≡ン
ミ発想法 )が あまbJ.機 達 ;i_,で一p=なかった t.:I壷を説 明するとともにヮeek .離蔓sn5':3語源である亨
テlJj.語 宙∋eF:Bk-a･LS昌9億iF引き出す.ほ いう言葉を醤弁 巳l_ji'-と邑,35,FStS･rJ)tdT悪芸GheE,･はわか 場華すく
教 えiG『e観 て悪忍か椅再蔑東雲かせる適 齢つた-3し,･版 式も纏介 したりしたO
また,.社会 に出てか引 恵問題解決能 瀬肇発想 勤 p:,号必要 になる･=.とに気づかせるため
:==:圭tILi-Ii_-i干草 芸 二て∴モ 茸苦 二三㌔_/-:_三一賢 墓室 二 葉薫.二二L:∵て章至宝 _享葉子 をこ と壬
Le求-.･-ヰ課題 に設 定 し,譲渡 業の 画 =.お払ヾもてL.盛分で課題を設定 L?てフ学習を進めて』もく
ことが習きるようにしたo
さらにフ謹 責漬憩を課題 にLi.学習 塾轟を設定 したijyそれを窯 業澄渡れ 酢 事に遅め込
む誌 蕊 に叢 u･鮭 ませる.=とで.,無さ∃試習得堅ではない漬 叢畏タイ飽澄意 義 に慧いて.,学生
が 窺ずから無事(:よ部 こしたC
裏 墓 三;チ_:i---3三二三-i?:-ま こ亭主 三宝-:_=i:三㌍ -_:--i :_--≡-I-i_-:I;こて三三三:;-:-I-:-f言 :-:1:-I-i-::三二=-･':LIiL
寧賦 与鰻をど鎗 ように驚き愚だけ均等 にさせるか 苧
<対策 ≫ ダ距 -l:封蓋≪:,=引きによる蕎成としコで誉竜だ且 Å問関係が 濁 ら;{･rp謡/isヽ編 成習
ゲルr-雷が横成される よ剖≡した0号61TjhJtよで,仁曽きるかぎ斌 璃等 に負担をするように膿 』
た｡泉閤関係 が偏d3竃齢る鳩舎 ,伊飽-プ内管⑳俸 薬分担 曹≡亀偏 喝が塗 隠る閤髄性 が高
くなると考 兎たからであるO
ま患 魯ダ飽一･-IJ-5'臆は曾軽蔑を波 』ぎさらに,掲 示童等 に分担 ヒ>,た特 賞に関する情報を
書き込ませることで,浬 業者 が各班 の件 叢速度準分担状況を聴量できるよう闇 Jたo
さらに,学 生間で19g?i.確量評滴も最後 に太れることを伝見たO
葉 童 ≡こき ≡警 -I_:I-享誓ま毒 …=:-i;喜Il三関妻三三二士 ;==:I._:-i:二重三千三二-IL-i-1lI-=:≡:土 ;7=;:-Jさきモミ･I-;
く至責 > 買毒 三二三 i二重責 f-≡章 二二二_芋∴:;-:i=亨I-I-i:-Jf-:i二-:_;-:-'Liこti葺 き 三三葦ニ _-モミJIT:_=1-- ~ご=:_-三三
二ざ;:ij,-こ-I,-I:-:I:-葺 章票も 葺萱チモ三･_i,:_=三三-:I-:賢妻I-:i-よ-?_:二三tJ;-:I._:二三 三=L-I_:-ニー--:_-≡t一室ニ-_tl'L-_二--;I-1ニ
這 -_Isf三 豊}:≡_-1=;_.'I.f-;i･:-;:_-iI-∴∴ ≡三.三壬や-/i=∴ ニ Iー:-_巨二_-ニー:;=デ 二≡ニ-I:∴ :ii-LI:ILt-,:-IJ-I--≡-I:;㍉主三-:I-t:-I:二一ニー
プを参考 に習きる ように:iv.たO
意た,設定 』た学習 困標を発表する空曹 間諜睦ゼお,車間発表会を設 g音字進度が遅鈍竃





















F'情報教育…pcの操作｣という甘メE-L･-つジが学生に強 か っ た 芸と.教室をヨSPピ且-,撃室にした三盆か
ら,PGの 操作スキルの向よを目的に受講しにきた 学 生 が u qた ため,情報教育とは何かを考克p
ヨンピュ--1勤まヨミュニケ-i,Ib>ヨ.TJ鎗道具とt_fEn便じも, 学 生 騎 意 見 を 教室内で共有LJ,,考えると;':.ち
から始めた｡











i-･ギ ニー-寺 宝:1葦薫豪華≧:-i-':葺き･号室章等 -d.-=蓑_i-:きき∴ 『:_ir-≠害-i:-i一芸葺三寒芋蔓主葉書たま空室
三二言まま≡車重 ;i:≡:そ=:I-i-:l一三-=-:/-L=葦葉きよ 三≧:j-LP=.,≡≡_-Ii-=1を_業萱童莞真書き =号Z,E:I-童 _膏土 三
封;id雷の提案が最終課題とむもう涜艶 に』,た｡また,できあがった授 業企画 はぜ診察-ネッ巨よに公
琶IJ-皇≡菩-:_I;-i≠葺 .:-:I-重宝 三三真-I-:二三三i-:妄言 芸葺 喜亘モ≡≧誉喜葦』-;≡蓋 i-;ミ琶聖≡≧=L≡』.:I-:=｡
≠二重 =:-_;:;-:=1㌧ - ニー:I-/_--≡_ti-デ∴:-A-u'重 言室賀≧嚢誓董_.7=-I_艶=学童;-i-1:賢塁 f=荒土ご董!-::たま≡±書享:i-=匿･
喜責苦萎∴:T･:-;=jI1-'==,三三で_;'妻華誓 喜葉 :-'sL-7-;I-t'毒筆王室± =重きザ 豪董‡宝毒丁字 ぎ主=Tニif:-主_1,-;:-童を車
;テ≡苦l-:-/-?-:;-一董孝三喜士?-:=｡学警 ≡実萱 草主さきモ≡≧董蓮 =-I7:I-_奪 =喜寿t:-=f=t･ftヂ-',:=亨=:I-;i:二･一三毒筆誓
き賢IL:-章妻…≡≡-i-7-:_真空ゴきー 圭;三≧毒喪 を誓-?-=F,モ:I:-華誓〒二子 三三-:i/-≡:ま重き苦でデIj:空∑･優
子:-a-漬至を誓:I-:-吉:-I;モ車 二三章 二て‥葦芋葺〒･-:;:-,f書道 ;tiT_I-I_芸等:喜真を毒≡=j=i-;三重.;-:;I-:き 薫き
生食農習情報教 育⑳授 業企画を劇 場豊 ぼる形を俸慧たo
敬育英習生が指導案摩盛に苦労 :i._2ている婆からも推測できるよ剖ニヲ授業を企画することは学堂
にとって難 し,邑＼課題である8そL;F'13h:ためL}選樹釣選定,学習 璽嬢 ◎設定,授 業時間騎計画,}戯要と
なる準備など-慧--3･.ク晴を考えて 踊 到ぎょLvtかを助言 L･.ながら授 業計画を馨免で』も≪這とがで
きる鹿部=したOそ助走で学生がrアギデヲ'を出』含む㌔1.議論 』y蜜柑 遣 ばてことで授業を構想する
という目標を達成習きると考免たO
さらに苧牽㊥学生が考蒐たものは宵_>/昏-ネッ巨且に公開する≡意に』たoこうすることで,授業痢
芸デ_圭 一=-つ苦で三愛宝要事萱誓書丁量華童重責警享云真二で-∴ 圭 喜二重棄 Iii :げ 崇毒 しよき
と』もう態度 ぎ=誓なげたgLA篭と考えた｡
またF授 業騎 串で学生間で詣 』食う場面設定を設定･LOた土管yダル-プ頗メ-ijンダgjストやゲル




表3 授 業 t!?ラ パ ス
の授業碍位置づけとねら踊二つ』ヽ貰 , ｢理 想 碍 教 育 ,理 想 騎 授 業 と は 管 j
の授業のル-ルについて
第l回の授業で寄せられたヨメント に 対 し て の 回 答 ,
*問い土げられなかったヨメン日≡∋ い て は ,掲 示 板 に 全 員 に 授 業 者 か ら :_-:W -:,錘 を 書
いておしもたことを伝え,それを読む よ 剖 ≡ 指 示 し た .???????





寮阜璽 F現在柴草丁寧こ毒軽で亨亨車乗てfi_:I-一書 嘩 垂 車 華 ･= ,軍 薄 と 撃 悪 書 Fi…:_I/-:i--;∴ '=-:I
って何でしょうか?再度,考えて み よ う ｡
第ら回
第ヲ画
学習力-ド(大福帳)に書かれて齢た ヨ メ 沙 卜か ら O
問題解決に向けての手順に慧』ヽて
授業の目標の再確認
E-Japan計画,東学設置基準第25条 を 紹 介 等Lz?, 這 釣 授 業 で そ 碍 条 件 を 満 た す 環 境 を
整えることを提案









を利用しているゲル-プの紹介?? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?? ? ? ? ?
かH!～1
















































⑳ パ bs掴 T?#を使う機会が増えた｡
(., 先 生 繭 .還 夫がすごしもと恩転ヽまず.,
⑳ 思 い 返 せ な らⅥまど充実してましたo
三 寒 責 華 告 ぎ ; 葉 音幸恵唾棄 が 奉か-I_-,I-:=':I-:_か,ち-i;-i:午 -ニー予草葉-;l≡亭二-:_It苦:=-;-AiI:_-達垂きた毒
で 授 業 を 展 開 k諾 いるようだったO
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e 発 表 , 話 し 合 ヒ 鴫 号 多 ≪ ,. 考 見 る 内 容 が 多 か っ た o
i, 内 容 が 充 実 し て 』 も て , 楽 し ≪ 勉 強 で き た o
O 考 尭 る ≡ と が 多 か っ た .
O 自 分 た ち 習 宥 恕 意 見 を ま と め ら れ る 環 境 に あ っ た .
･3 ダ 飽 - プ 習 資 料 作 り す る の が 楽 Lgか っ た o
G 実 際 に 授 業 構 想 が で き て 実 践 背 き そ う だ か ら .
cl 情 報 教 育 に 慧 dLA曙 と で も 9 情 報 /p と kL篭 う 題 意 習 理 解 できたO
･3 転 篭 る い ろ 調 武 た り , ♂ 昭 - ポ イ ン ト を 使 っ た 発 表 な どが習きて良かったです.
e こ れ か ら の 情 報 化 社 会 の 中 で 子 ど も た ち に ど う 教 育 したら』鴨も命かの糸口になると
思 っ た か ら ｡
O - 生 懸 命 取 り 組 め た O で も 少 し 難 し す ぎ た .
◎ 皆 で 協 尭 し て 作 る の が 楽 し か っ た o
o 情 報 教 育 に つ い て よ く 考 え る ≡ と が で きた｡
◎ 難 し か っ た だ け に 達 成 感 が あ っ た ｡
ら 最 初 , 情 報 と は ? か ら 始 ま り , わかり畢すかった で ず o
E3 他 人 と ふ れ あ う こ と が あ 軌 楽 』く筆端たo
o 実 際 に 発 表 す る な ど で き た から.
1. 終 わ り が 盛 況 だ っ た か ら 0
位 頭 を 使 っ た .
C こ れ ほ ど 参 加 型 の 授 業はあまり受けたことがないo
G 情 報 を 交 換 し あ え た｡
o 情 報 教 育 に つ いての考え方が全く変わったところ.
｡ 鴎 鎗 た ち 習 』篭るiAもろ考えたり,侍ったりする鈴が兼愛だったけ れ ど , おもしろかった
か ら o
田 も う ち ょっと時間があったり,実際に授業が畢れたら,もっとおもしろいと思う｡
o 実 際 に授業デザインをすることで,講義だけでは考えられない面も考えることがで
きた ｡




Q 講 義ス夢イ捗を主体にとっていな い .
O 授 業 案を立てるなん貰2度とない だろ うからo
o 実 際 に 動 くため,身になった気 が す る から.
e ダ ル - プ 学 習で色勾な意見を 聞 けた し ,情報教育に関愚 が あ っ た｡
む な ぜ , と 3 ,ぜ ん 授業作りかがよ く わ か ら なかったから,r 5 ｣ と ま で は-
C 韓 に 最 後 Ig B 嵐 み んなと協劫 !L て ま と め ていく鰐業が楽 し か っ た o
Q 内 容 に 慧 Fy も て , 情 報 教育碍与 え る 側 が 考えられてrおも し ろ か っ た .
C 匡 ∃ら 考 え ., 行 動 す る と いう要素がた≪さん食まれてb･篭るから.
e 轟 館 の 頭 を 使 っ て , 』っかり考えるo
u 授 業 鈴 進 度 に 応 じ 授業構成 は適度 に変更されて』篭った｡




































■ll■ { { 『} {-㊥授 業 科 目名 :言 語 ヨミqS.三ケ-～>ヨン教育(シラバ呆)
教 育 学 部 共 通 科 臥 空単位､1毎次生(85名)対象,.望0◎卑寧後期実施
(ただ 』､沙ラバ 鼠 は 望005年度版)
㊥授 業 担 当 番 :清 叔 畳 草 (l'常葉東学教育学部教授:;L･
㊥テ轟 ,_:Rb巨:特 にな L,o(た だ i_,ht.bg^17ヲ離ラ愚呆作『:4,;Fサデギブ呆蓋』およtE_,i音字･酷ノ･特『某,
形の 蜜 』は 必 読 課 題 碍 た め ミ}各 由夫草ずる)
㊥授 業 の 苧E二･-J'-lvqと国 的 :
現代 は 社 会 騎 あ らゆ る分 野 習豊 かなヨミ=_i.:-･Tl.炉･-IJbi;,i._･=3?I-i,(太閤関係)が適然発生巨輔二
生まれ るSL:,Jとが 少 な ≪な り苦 臣.14た ｡今単教育碍分野でも､貰葉を介L,た慧悪意ニケ一八苓聖
t_:#め 楽 』さと乗 切 さを凍 世 相 二積 極 的に伝克て邑夕痛もなけ紬まならない時代管骨1°.骨こ
L習三の 授 業 で は J､JI:i蚤よニ ケ i-II-かヨi_bsf<優遇Sk._:,た束草生の掘貰理解と喜体性8･:.I?確立抽8-:
東き恕 テiL--;1&i･'とな 6,3蛮骨 Gこ翰 授 業 は 条目識伝授型糾恵逆反対に､畢生を受講生といL･'1_喜i
受身 的 な 立 場 か ら解 放 Fi_J'E積 極 的 な 参 観 者 て思 索 零 にす る こ ii:･三臆 :よ f=/-I(i-:く了 大 草 生 動
視 点 』を徹 底 的 に 盤 か 臣.ク､.学 生 を 主 役 に ･k.､た 授 業 を摸 索 滴 5,g遺 賢t.fブよ う と い う新 た な 試 み
(豊年 悶 )管 す'.
授 業 恐 蕊､学 生 --.太 静 とci･+;lが ･三･-3速 翰 対 か 封 4泉､課 題 豪速 照 tiI-'1患 祷 験 を通 9:～_式 :､畠 分 (;:70,
な 酎 二潜 在 す る想 像 卦 .恩 常 裏 口患∈遮 力 を購 ]:Ij起 こし､昏 =iLI≡.?.理 解 二と 職 者 理 解 壷 深 紅 言f･:
が も 函館 ⑳ 思 考 回 路 を構 築 』警 句東 学 生 起』竃 ⑳ 豊 体 を 形 成 』 得 る よ うな 霜 陶 を 目 指
Eil.タ鳶軒 C.そ の た め に ､轟 授 業 に 導 :i-ゝ＼､ず る恥 ダ恥 :1一二才ト やー に お い で 硝 董 摩 周 秩 序 再 -
ン.Big--:-TP･タe>ヨSd,こ錬 ･--ぜ ･-l-I-'jsが 戚 さ妄u展 開 す るよてうな 授 業 を デ ぜ <;･t:;.A:･ず るこ三意 に よ<-3T-竃∴
学 生 間 宜 が 相 互 に 翠 i:_,SI:慮 i_/･も成 長 a.4台 蒐 る学 習 環 境 を 整 え ■ま す ｡ モ 舵 に よさ∋で く､蒸 融
は 轟分 翰 視 点 が 栄 熟 か 二∋唾 昧 L'gp-I,S轟 慧竃'も.,草 生 たち は 徐 云轟 こ 敷 毒 や 鶴 巻 を鳳 ●二痛 ･,
直 も:クや｡轟5･r%の 頭 で考 える こと騎 意 義 畢 充 実 感 奮無 猷 麺 館 ,gT;,/1視 点 を 確 か な も蒋封･r-:'"S_/-･,:;'
いiErD.とが 可 能 に な (,JRます ｡最 終 的 に は ｡,通 常 の 知 識 伝 授 型 の 授 業 で は 学 び 樽 な い
多様 な ≡.と(他 者 碍 多 様 な 認 識 の 轟 り様 に 無 想 竜三と､ 身 近 な 関 3-Egq尊 を基 百二考 える楽
』み を知 っで 由分 な りの 思 考 艶 路 を築 愛三と､画 記 認 書巻 GTF3･t客 観 化 pj変 容 ･一蹴 束を E:=7-i.3患･L:.
aT_:魔 ど)を学 ぶ 機 会 を提 供 す るE.とを愚 衆 ･gB冒 的 とfL/若 i/ tl.憲 子 .,
※EducationisanadrnirablethinLq,but;i;swe=torememberfr･3r-1沌rne.七C)加 1e ･油 apt:･13離 砧 1g.u･1{･:,i…昏湖涌き･-]
knowingcanbetaught.(OscarWi一de)
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